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参考資料

産品敏扱いの方向性につしヽて

私たちを張りきく合権事瞳土峯肇望 2重量で浅し
い状態になっている。よく舞られてい

るように日本の公援乞絶牟rま50%以 下で、今日では約半分の合糧をタト固に頼
っているの

だ。すなわら、もし世界に異常気象や巳際基童の勃苦しがおこったなら、私たらが戦時執イえ

に経験 した以上の気麹 こ鬼舜われる危険が十分あることを、これは意求して
いる。そして、

このような状汎の友との見通しは立つていない。皮地の宅地声工芸月地
。主路などへの転

月はすすみ、呈主員丞上遼生二五である。昨ふのヤ
。岳新卒考92万 人のうら、浅営を継

いだ考はわずか一万人という範升が、農村の精未を子をしている。さらにまた、幾

量室≧盤主_2議会二後v土られ、機成化
・化孝化により交資し、化学肥料

。浅業の多月で浅

地のた廃はすすみ、えと晶の安全ともいちじるしく失われた。そ
のことは私たらの健療維

持にも黒影響を与えている3

このよ_立上抗廃1■豊2生 V 任ヽによ=?十K‐もたあ土れ_たの力`。あの岳皮武長で
「便利で望か

な生活」が拡大し、その波は農村と浅村生活にもおよんだ。をぃ会に率兵な生活がある
とき、

排が泥と汗によみれて働くことをするだろう。不鬼妥な白勃年を岳遼で走らせる
ために、

地力望かな土地はブルドーザ
ーのユジキと化 した。私たちが、便型生望左生と注かれて使

い浴てのA員 立豊上立すめ姐 ユニ豊盗」三と上_そ工 生えゑ盗二繁は78L大しぃ_生込生丞貴主

れ、環効義愛残は.拡大し、そしてえ斉ど,革‐ら.!=七えして
いくOこのことに巡いをいたすなら、

私たちは室全二重≧塁二重重上K埜 鉢土と上とと,丘貿立ヱ歳J二、_勉 旦ユ全ユF″ 上を,多ヱ在

に、具蜜よ重銘いえスをれヱ_るボ,こではなかろうか。そ
の努力を行わずして、ただ安全なも

のが牧しいとr21ぶだけでは、金/雪ヱれ土ユー身,ユ,イ.ミム!でしかない。本会が、室全浅左晶を
「考

ぇる盆』尊 重象趣 しているのは、その努力をみんなで積みかさね
たいためである。

それにしても、事建は添夕1の友をかえている。私たらができることは、すく`に考手しな

ければならない。その主「さ.tつF“=都 ダ安全良産供給ャャィ=?i業主であり、具体的な
「農

産物の生産。供給。消☆における新しい流れの形成」である。浅業の丸廃とともに枠
、たち

の生渚鮭皮が次浅になりきった乳代においては、この作業は容易なものではない。多くの

困難が次々とたらあらわれるに重いない。それらをの1り起えるためには、生産緒、消安考

の注と上信頼に基夜をおいた各若な協力な不可久である。道究左Q_三び!≧阜ゴ.とす、る_生星を

が、また葬 o生 白‐分!0ニヴ登上ユ乙'H安/-3と結び
ついて助け合うことなくして、

私たちの前に主はひらけない。個々の角白で
一号良 _したり、自己の和1基を生後しあった

りせずに、すべてを前向きに、さらにお互いの役勢1を尊重しあうことが迭晏なのである。

私たちが、ひとつの家族のような客容な信頼に結ばれたひとつの論をつくり、生産考
。

消安考の主坊の主いを超えて協力する努力を始めたのならば、この論は次く出じるこ
とな
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し く拡tザくヽヽかねャエ上上ふ この努力の継先によつてこそ、安全な浅産品の安定した供給

は実魂する方向に向かうだろう。

マ773年
・使い捨て時代を考える会時代を考える会の1月例会で採択)


